
『THERAPEUTIC LANGUAGE (セラピューティック・ランゲージ）』とは、コミュニ
ケーションのための言葉の使い方を示す造語です。イン・ルーチェでは、コミュニ
ケーションを、従来の「伝える・伝わる」という片側通行的な捉え方から、相互作用
による“合意形成（受容と理解）”と位置づけています。「セラピューティック」に
は、“健康維持に役立つ”という意味も含まれています。イン・ルーチェでは「コ
ミュニケーション不全は健康不全のはじまり」との考えから、セラピューティックな
色彩言語を活用した新しいコミュニケーションスタイルを提案しています。
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色の意味空間をとらえ、セラピューティックに言葉を紡ぎましょう。
この講座では、色彩情報とクリ
エイティブな関わりをもちなが
ら、セラピューティックに言葉
を紡ぐための編集術について学
びます。

そのためにクラスでは、 色彩を表
す言葉に注目しています。そこか
ら、「色はどのように人と関わっ
ているのか？」ということについ
て、じっくりと＆本質的に考えて
いきます。 

この講座の特徴は、特定のメソッ
ドやシステムに偏ることなく、色
と人との関わりを取り上げている
ということです。このような学び
方は、普遍的なエッセンスと、特

殊なエッセンスとの差異に気づく
能力を養うことを可能にします。

このような営みは、場面場面に応
じた色彩言語のセレクトを可能に
します。それに加え、生活体験に
因んだあなた自身の色（私はこの
ことを“生活文脈”でとらえた色世
界と呼んでいます）を、色を伝え
る言葉として発話することも可能
にします。

じっくりと学ぶ性質のクラスデザ
インになっているため、「癒やさ
れたい」「綺麗になりたい」な
ど、“目的のための色”について知
りたい方には不向きかもしれませ
ん。

一方で、純粋に「色について深く
知りたい」という方にとっては、

私たちと色との歴史を通じて、色
の世界の奥深さを体得していただ
くことが可能です。

私たちの人生のあらゆるシーン・
出来事を例える言葉としても用い
ることができる色彩言語は“人”を
理解するという営みにおいて、重
要な役割を果たしているといえる
でしょう。
“色の意味”を理解することは、
“人の営み”を理解することでもあ
るのです。

このご案内は『色彩情報の編集講
座　〜セラピューティック・ラン
ゲージ編〜  1st  Zone（初級）』に
関してお伝えしています。＾＾

“生活文脈”から色を理解することで、あなたは、
あなた自身の言葉をもって、クリエイティブに
『色彩辞書』を編纂することができるでしょう。

の編集



色と人
講座では、私たちが、社会生
活（日常体験）のなかで、色
をどのように言語に置き換え
てきたか（色名）という、人
間の「色彩情報処理」の営み
に基づいて、色と言葉との関
係を学んでいきます。民族や
宗教などの垣根を越えた、人
と色との関わりに降れ、学ぶ
ことは、より一層スケールの
大きい「色彩観」を培うこと
を促すでしょう。

1st Zone 2nd Zone 3rd Zone色と人
講座では、私たちが、社会生
活（日常体験）のなかで、色
をどのように言語に置き換え
てきたか（色名）という、人
間の「色彩情報処理」の営み
に基づいて、色と言葉との関
係を学んでいきます。民族や
宗教などの垣根を越えた、人
と色との関わりに降れ、学ぶ
ことは、より一層スケールの
大きい「色彩観」を培うこと
を促すでしょう。

7
!st Zone では、赤、黄、緑、
青、茶、白、黒の7色を取り
上げます。

4
2nd Zoneでは、ピンク、オレ
ンジ、紫、グレイの4色を取り
上げます。

6
3rd Zoneでは、文化・文明に
よって異なる発達を見せた6色
について取り上げます。

色と人
講座では、私たちが、社会生
活（日常体験）のなかで、色
をどのように言語に置き換え
てきたか（色名）という、人
間の「色彩情報処理」の営み
に基づいて、色と言葉との関
係を学んでいきます。民族や
宗教などの垣根を越えた、人
と色との関わりに降れ、学ぶ
ことは、より一層スケールの
大きい「色彩観」を培うこと
を促すでしょう。

2
この7色は私たち人間が、社
会生活を営むうえで、何より
も不可欠な7色でした。そし
て始まりは2色でした。

11
２nd Zoneまでに学ぶ11色は
諸言語に共通しています。い
わば、「色の認識」 における
人類の進化のプロセスです。

12
学問分野でお馴染みの12色の
世界観と、2nd Zoneまでの11

色の世界観とでは、存在する
リアリティが異なります。

色と人
講座では、私たちが、社会生
活（日常体験）のなかで、色
をどのように言語に置き換え
てきたか（色名）という、人
間の「色彩情報処理」の営み
に基づいて、色と言葉との関
係を学んでいきます。民族や
宗教などの垣根を越えた、人
と色との関わりに降れ、学ぶ
ことは、より一層スケールの
大きい「色彩観」を培うこと
を促すでしょう。

8
全8回から成る1st Zoneに
よって、あなたは、人の営み
における色の在り方の基礎を
習得していることでしょう。

5
全5回から成る2nd Zoneに
よって、あなたは、色彩言語
のキー(鍵)概念を手中に収め
ていることでしょう。

7
全7回から成る3rd Zoneを終
える頃には、あなたは既存の
色彩辞書をクリエイティブに
編纂していることでしょう。

人がどのように色を認識し、言葉に託
してきたかを知ることは、あなたが、
自分が認識している日常の色彩体験
を、そのまま色彩言語として換言する
ということを営むことが可能なことで
あることを十二分に認識させてくれる
ことでしょう。それこそが、クリエイ
ティブな言語表現を可能にするうえで、
大切な学びと理解に他なりません。

色の存在に気づき、言葉に
置き換える…人はこの営み
によって、色のエネルギー
を日常生活に反映させてき
ました。

無数にある色を見分け、分類し、名
称を与えるという行為は、脳の高次
の働きによるものです。

眼で受容された光を、ある種の色彩
として知覚することは、言うならば
動物的な営みの一環で、他の動物も
備える機能です。

けれども、微細に見分けた色に言葉
を与える、あるいは、それらの色を
分類するという行為は、人間特有の
営みです。そして、ここには文化や
文明が反映されるケースもありま
す。

この文化と文明との絡みにより、色
の意味に多元性が生まれます。

「人と色との関わり」は、この動物
としての本来の機能と、人として獲
得した機能との間に存在していま

す。そして、このことは、色がユニ
バーサル（宇宙的・世界的）ラン
ゲージ、あるいはノンバーバル（非
言語的）ランゲージとしての地位を
獲得することの一端を担っていると
言えるでしょう。

本能と理性のあいだ
この「本能と理性のあいだ」という
概念に意識的であることは、 日常
社会での体験と色彩言語とを関連づ
ける場合において、とても有益なこ
とといえるでしょう。「本能」は
「習性」と言い換えても構いませ
ん。

この「本能」と「理性」と「あい
だ」が在るからこそ、色の意味は階
層性をもつようになります。

そして、この多元性と階層性の理解
こそが、コミュニケーションにおけ
る相互理解を促すために、必要不可
欠なエッセンスとなっているので
す。



色と人、人と言語
 ～学びのプロセス～
その１：私たち人間が、ど
のように色と関わってきた
か、その進化のプロセスを
学びます。
時計の針をどれ位巻き戻してみましょ
うか？　それほどに、古代から、人は
色に魅せられ、色の世界を探求してき

たのです。まずはじっ
くりと、自分の中にも
脈々と宿る、人類の色
彩のルーツを探りま
す。

その２：色と言語との関係
ならびに色の意味空間につ
いて学びます。
言葉の意味というのは、実はとても曖
昧です。その意味において、色と似て
いると言えるのかもしれません。厳密

な枠組みなどない
のです。その事実
を認識したうえで、
無意識的に、ある
いは意識的に枠組
みを設けているの

です。大切なことは、おそれずに、自
分でも枠組みを設けてみる意識のスタ
ンスです。

その３：階層と次元を意識
した色彩言語の紡ぎ方を学
びます。
紡ぐとは、単に言葉を羅列することで
はありません。わき上がってきた言葉
に転換・変換という行為を加えること
です。ステップBYステップのレッスン
で、着実に力を養っていきます。

色の意味空間はバウムクーヘンのようなものです。
多層多元な色の意味世界 

色の意味の階層性と、色の意味
の多元性については、色々な解釈が

可能です。あるい
は、私たち1人1人
が関わる色の分野に
よって異なるもの、
と言うこともできる
でしょう。

『セラピューティック・ラン
ゲージ編』では、ストレスケアの観
点から、色の意味空間を３つの階層
と４つの次元からとらえています。

３つの階層（レイヤー）
３つの階層では、私たち人間と色との関
わり（色彩体験）を3分類しています。

・根源的体験
・社会的体験
・個人的体験

通常、体験は感情を伴います。３層の体
験には、それぞれの感情が含まれます。
これらを紐解き、結い直すことは、編集
の基本作業の１つです。

４つの次元（ディメンジョン）
４つの次元は、WHO（世界保健機構が
提唱する健康の定義（修正案を含む）
と、近年の健康に対する一般認識が反映
された4分類です。

・肉体の次元
・感情の次元
・思考の次元
・スピリットの次元

これらの４つの次元には、それぞれの次
元に特有な色彩言語があります。しかし
通常は、それらは意識されることなく用
いられています。それらを分類・整理
し、さらには橋をかけたい次元と次元
（現状の次元と向かいたい次元）をつな
ぐことは、編集の醍醐味の１つといえる
でしょう。

「色彩言語の編纂」では3レイ
ヤー×４ディメンジョンを一歩一
歩着実に学ぶことができます。
配色指導において言われていることの一
つに「一般的には3色以上の配色はでき
ない」とうことがあります。「できな
い」というのは、いささか極端な言い方
のようですが、これはある意味において
的を射ています。

なぜならば、3つ以上の要素が組み合わ
さると、その世界に立体感が生まれるか
らです。

一方で、私たちは、三次元空間に済みな
がら、二次元的な情報処理に慣れ親しん
でいます。そのため、３つ以上の要素を
組み上げるということに不慣れであるこ
とが多いのです。

もしあなたが、色彩言語とクリエイティ
ブに関わることを望むのであるならば、
3つ以上の属性を組み上げることに、是
非ともチャレンジすることをお薦めしま
す。

2nd Zone, 3rd Zone とステージが上が
るにつれて、参加者の指向する領域にお
ける色彩の意味との融合を図っていきま
す。

人と色情報
紡ぎ方と編集

1st Zone
単色をつむぎます。
全ての編集の基礎です。

まずは、同一次元上でつ
むぎます。作文の文字数
を増やすような感覚で。

つぎに二つの次元をつな
いでみましょう。話が少
し立体的になりますね。

二次元空間は行ったり来
たりできますよ。

2nd Zone
2色をつむいでみましょ
う。まずは近い関係の2色
を紡いでみましょう

次は遠い関係の2色です。
どんどんと“言葉を配
色”してみましょう。

さらに３つの次元の行き
来にも挑戦です。

3rd Zone
今度はネガティブな意味
を織り交ぜます。

ネガティブとポジティブ
を行ったり来たり…これ
が私たちの生の色を紡ぐ
ということです。 



1st Zone のテーマ
『受け取る力』を広め、『放つ（表現する）力を高める』これが講座全体を通じたテーマ

です。そして1 st Zoneでは、私たちが既に学び得ている、多くの知識や知恵が、向かいたい方
向に稼働できるようにするために、それらの知識や知恵を再構築（知識のグラウンドの整備）
を行います。

私自身の認識として、パーソナルカラー、カラーイメージスケール、各種カラーセラピー、
ヌメロロジー、タロット、フラワーエッセンス、クリスタル、アートセラピー等々から提供され
る知識情報は、PCに例えるならば、後からインストールするソフトウエア（スマホならば、ア
プリ）のようなものです。それに対し、『セラピューティック・ランゲージ』は、そのソフトウ
エアを動かすためのOSのバージョンアップ（コンピューター本体の力をアップさせる）のよう

なものです。コンピューターの世界は人工知能の世界と言われますので、このように例えていま
す。つまりは、『色彩言語の編集』は、あなたの情報処理力（受け取る力・解釈する力・放つ
力）をアップさせることを目指す講座です。

『セラピューティック・ランゲージ編』では、とりわけ、コミュニケーションやヒーリン
グ分野に関連した色彩言語『THINKING/シンキング/考案』力をの土台を築く（人によっては、
底上げする、あるいは磨くとなるのかもしれませんが）ことをテーマとしています。

1st Zone の目標
コース全体を通じ、私たちが既に体得しているソフトウエア・アプリ（知識情報/目的別の

ツール）を、使用者1人1人の人間味が溢れるものへと、応用発展させることを目指していま
す。いわゆる実践力の形成です。1st Zoneでは、実践力の形成に必要とされる素地の整備（知識
の整理・フォローアップ）に重点をおいています。基礎は何よりも大切ですから、楽しみながら
しっかりと身につけていただきます。また、毎回、可能な限り、編集稽古の時間を設け、目的地
に向けた言葉の紡ぎ方を、身体の細胞レベルにまで浸透させていくことを目指しています。

It ‘s like a session.
Let’s join us !!!色彩情報の編集

セラピューティック・ランゲージ編

１st  Zone 
第１回　2013.10.20
初回で取り上げる色は何でしょう？
（私の中では既に決まっていますが、
ここでは秘密です）初回では、人が、
どのように色を表してきたかについて
学びます。また最近のセラピースタイ
ルの潮流についてもお伝えします。

第２回　2013.11.17
１回目を終えるころには、２回目以降
で学ぶ色の順番について理解がはじ
まっています。この回では、人と言葉
との関わりについて学び、色と言葉の
対応について考察します。

第３回　2013.11.15
毎回１色づつテーマカラーを学び、そ
れに続いて、この回では、色の意味空
間について学びます。色彩言語がいか
にバラエティに富んでいるかを学ぶこ
とができます。

第４回　2014.01.19
テーマカラーの学びに続き、色の階層
性について学びます。一見すると、難
しい印象を抱くかもしれませんが、一
歩一歩進めれば大丈夫です。色の階層
性への理解は、あなたの色彩ストー
リーに幅をもたせることでしょう。

第５回　2014.02.16
テーマカラーの学びに続き、色の次元
性について学びます。ここは、繊細か
つ複雑な内容ですが、文字通り『セラ
ピューティック』的な色彩言語を発話
したい人にとっては、避けて通ること
はできない要所です。しっかりとサ
ポートしますので、是非ともガッツリ
取り組みましょう。

第６回　2014.03.16
テーマカラーの学びに続き、いよいよ
編集稽古に入ります。メソッド（学習
体系）に従って、まずは基本の型を身
につけていきます。

第７回　2014.04.20
最終のテーマカラーは何でしょう？
（実はこれについてはクラスの流れに
任せようと思っています）どうぞお楽
しみに。 編集稽古では、基本のメソッ
ドに１オプションを加えます。あなた
自身の言葉を加えることも始めます。

第８回　2014.05.18
お疲れ様でした。最終回です。
まとめの講義をします。直前までのク
ラスを通じて、学びのポイントや補強
のポイントなどが顕かになっているは
ずですから、その辺りもしっかりと組
み込んで、学びを仕上げ（紡いで）て
いきます。

各レッスンとも「Webレッスン」+「ライブクラス」のWレッスン形式を採用しています。全８回とと
らえるか、全16回ととらえるかは、おひとりお一人にお任せすることにしましょう。なぜならば、そ
れも一種の編集だからです。



受講生のコメント
＆フィードバック
のご紹介
これまで数え切れないほどの講座を
行ってきましたが、いわゆる体験談
のようなものを書いていただくこと
は、滅多にありませんでした。
が、今回は、書いていただいたいの
です。講座の名称から講座内容を連
想しずらいコースにつき、是非、ご
参考下さると嬉しいです。

AA..KK..さんの声
アロマセラピストでいらっしゃるAA..KK..さ
んは、そもそもは以下のようなお気持ち
で受講に臨んでくださいました。

私がこの講座に参加しようと思った
動機は、セラピスト・講師活動の基
盤となる言葉の活用力（選び・使
い・聞く）を高めたいということで
す。

なぜならば、今までセラピーのため
の様々なツールについて学んできま
したが、その知識を整理し、理解を
深め、活用し、伝えていくために、
「言葉」が大変重要なものと感じて
いるからです。

私の仕事は、アロマセラピー講師と
セラピストの22種類があります。講
師は主に「伝える」立場であり、セ
ラピストは主に「受取り・共感す
る」立場です。

立場の変化に伴い言葉の役割も変わ
りますし、時には言葉が不要なこと
もあります。

しかし、いずれにしても「伝える・
受取る」というコミュニケーション
であることに変わりはありません
し、その手段として自分の中に存在
する言葉の量や質は、仕事の結果を
左右する一因と考えています。

また、心理学やオーラ・ソーマのよ
うに、そのツールに慣れ親しんでい
る人にのみ通じる独特の言い回し
を、まだそれらに触れていない人に
も理解しやすく伝える（言葉を置き
換える）ということにも、トレーニ
ングが必要だと常々感じていまし
た。

「色彩言語を通して言葉を紡ぐ力を
養う」ことは、ツールが色のみなら
ず、精油や数字、クリスタルであっ
ても、
相手のレベルやその場面で求められ
る（又はツールが示す）次元に応じ
た、私自身の言葉を用いるセラピス
ト・講師活動のバックアップになる
と期待しています。

どうぞよろしくお願いいたします。

そして講座半ばでお寄せいただいた
声は以下のような感じです。

おはようございます。以下、講座の
感想です。

□初回のワークで頭の中をリセット
する感じがしました。その後、自分
の思考回路を書き換えているような
印象がありますが、それは最初にリ
セットされたと感じるような経験を
したからではないかと思います。

□  毎回の課題やワークでは、これ
まで蓄積した知識や経験を、色彩言
語を通して見返しているような感じ
がします。その結果、まさにOOSSの
バージョンアップがな  されている
ようで、その恩恵は文章には表現し
にくいですが日常生活にも仕事にも
反映されているのを感じています。
今後、今までスムーズに言葉として
出てこ  なかった知識を言葉にして
表現できるようになったり、色彩以
外のツールも合せて複合的により深
いレベルで活用できるようになるだ
ろうとワクワクしていま  す。

□無意識のゾーンに溜めているモノ
の存在に気づいたということもあり
ます。((習っても覚えていないと思っ
ていることも、実は無意識は  覚え
ているということに気が付いた))ま
た、自分の思考のソースのようなも
のというのでしょうか、物事を考え
たり、理解したりする時に基準にす
るものが「自  然界」にあるという
ということにも気づきました。この
ことに気づいていることは、この先
に自分の感じ方・考え方を見返す必
要がある時にも、とても助けにな  
るだろうと思います。

□WWEEBBでもライブでも、ワークを通
して他の参加者の方々の考え方や感
じ方に触れることで、自分の思考や
感情的反応  のクセや偏りを知るこ
とができると感じることが多いで
す。特にライブクラスでの言葉遊び
のようなワークが、それぞれの個性
が発揮されて、とてもユニークで  
楽しく大好きです。

□会話中に言葉の意味にこだわると
ころがあり、特に身近な関係性の場
合にそれがコミュニケーションの妨
げになることもありましたが、言葉
の意味に対する考えが変化し、こだ
わりが減ったので、コミュニケー
ションがスムーズになっていくのを
感じています。

長々と書きましたが、一言にまとめ
るならば、これまで長い年月をかけ
てきたセラピーやヒーリングに関す
る学習や経験を総まとめしている印
象を持っています。

以上です。
残りのレッスンもとても楽しみです!!
これからもよろしくお願いいたしま
す。

（アロマセラピスト＆ヒーリングサ
ロンオーナー　AA..KK..さん）

OO..SS..さんの声 
色に関して、いつも熱心に学ばれる姿が
印象的なOO..SS..さんからは、このような声
が届きました。  
毎回、取り上げられた色について、
自分が知っている意味・キーワード
を２０種挙げているため、参加者全
員の分が集まれば、それぞれの感じ
方が見え隠れしているのがわかりま
す。集まったキーワードだけで文章
化したり、辞書を利用して一つの
キーワードから更に広い域へと色か
らのイメージを膨らませています。

（色彩検定対策講座修了、パーソナ
ルカラーアナリスト養成講座修了、
カラーセラピスト養成講座修了、
オーラ・ソーマLLeevveell２＆PPPPSSコース
修了OO..SS..さん）

NN..KK..さんの声 
¢｢とにかく色が大好き！£｣という印象でい
らっしゃるNN..KK..さんから、お寄せいただ
いた声です。

この講座を受講して一番に感じたこ
とが、意識の改�革です（思考の改�革
なのかもしれません）。まだ講座は
半ばなのですが、「色」に対して表
面的というか、二次元的に捉えてい
たものが、立体空間的に捉えらるこ
とに実感として感じつつあります。
触ることができなかったものが、触
れることができるようになった感じ
がします。

「色」と「人」がどのように今まで
付き合ってきたのかを通して学んで
いくうちに、「色」と「人」への理
解がテコ入�れされた感じで、物事へ
の捉え方、受け取り方、受け止め
方、理解の仕方に幅や深みができ柔
軟になり風通しが良くなったように
思います。そのことは、日々過ごす
中にも還元されており、以前と比べ
てコミュニケーションでのストレス
を感じることが少なくなったように
思います。

「色」に関することを学び、調べ
て、みんなでシェアして、かみ砕い
て、その中に含まれる栄養（色の本
質）を摂取して体に染み渡らせて行
く感じです。

これからの講座で、「”色の意
味”を理解すること」で「”人の営
み”を理解すること」を進めていく
とどんな世界が待っているのかなと
思うとわくわくします。
どんどん目の前が色鮮やかに広がる
感じです。とても楽しみです。

（カラーセラピスト、オーラソーマ
プラクティショナー、パーソナルカ
ラーアナリスト  NN..KK..さん）

貴重な体験のシェアをありがとうご
ざいました。これを励みにますます
精進し、洗練させながら進めていく
ことができるように努めます！
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いずれの回も「Webレッスン」+
「LIVEレッスン」のWレッスン形
式を採用しています。
Webレッスンは、所用時間２～３時間を目安
に用意されています。毎回のライブクラス終
了後に課題を提出します。その後2週間を目
安に課題を提出いただきます。グループメー
ルを利用したレッスンスタイルですから、お
一人お一人のペースに合わせたレッスンが可
能です。

このWebレッスン+LIVEレッスンの形式は、
この最近採用しているスタイルですが、学習

の進捗によい影響を与えていることが一見し
て見受けられるため、今回のクラスも、この
形式にて行います。

『色彩情報の編集講座  〜セラ
ピューティック・ランゲージ
編〜』は、どのようなセラピー
やヒーリングメソッドともバッ
ティングすることなく、むしろ
それらの価値を高めることを意
図してデザインされた、サポー
ト度の高いコースです。

お問い合わせ・お申し込みは

メールまたはお電話にてお気軽にお申し込みください。
1人でも多くの方のご参加をお待ちするとともに、
1人でも多くの方とシェアできまますことを楽しみに
お待ちしています。

　　　　　　　　　　　イン・ルーチェ　篠田カミィ

色彩共生空間 イン・ルーチェ
　-COLOUR & LANGUAGE WORKS -

スケジュール   

&more information

1st Zone
開講日
2013.10.10on WEB

ライブクラス日程
（全８回）
2013年10月～2014年5月
第3日曜日13:00～18:00

※諸事情により変更するこ
ともございます。
予めご了承願います。

受講料＆お支払い形式
1）77,000yen

★早期割引価格
　72,000yen
2013.9.30までにお支払いの
場合

※いずれもゆうちょ口座へ
のお振り込みにてお願い
いたします。

申し込み期日
2013年10月5日

inluce@7jigen.com

http://www.inluce-color-colour.com
phone : 0533-83-5308
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